
がり、それぞれの特徴を活かしたプロジェクトを行っています。
　学校同士はもちろん、地域、企業と一緒にさまざまな「学び」
「楽しみ」を作っていきたいと思っています。この情報誌では、
そういった連携の様子をお届けしていきます。

　「アオハル52」は島根県江津市にある県立学校３校が一緒に
学校生活を楽しみ、学んでいく様子をお届けする情報誌です。
今年度から江津高校、江津工業、江津清和養護の３校で“まちで
学ぶ”を考えるチーム、“GO▶GOTSUコンソーシアム”が立ち上
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“ プレゼン ” からうまれるもの
言葉に出すためにはきちんと理解してい
ないとできない。言葉に出すことで自分
の疑問も見つめるきっかけに。

理解を深める
プレゼンテーションとは、物事の
「結果・状態」を知らせるだけで
なく、物事に対しての「理解と賛
同」を得ること。言葉の力で相手
の「疑問・関心」を引き出す。

言葉の力を持つ
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筋道やそこで生まれてくる感
情を整理して相手に伝えるこ
と。これは自分の中の主体性
が芽生える瞬間。

ロジックと
エモーション

組み立てていく中で一番伝えたいもの
を探していく。その探す過程で自分の価
値を見つけ出す。

自分の中の
価値をみつける

GO▶GOTSUコンソーシアムは学校を超えて、様々な人、企業、地域、学校が協働し、
お互いがいろんな自分に出会うことができる協働の種を探しています。
協働の種が見つかった方はぜひ事務局までご連絡ください。

NPO法人てごねっと石見
担当：竹内 / 藤田
tel：0855-52-7820　mail：iwami@tegonet.netコンソーシアム事務局

江津「未来人材」研究発表会



　皆さん、江津清和養護学校は、どこにあるかご存
知ですか？ 本校は、島根整肢学園（西部島根医療
福祉センター）と並んだ敷地内にあり、建物は渡り
廊下でつながっています。

　「西部島根医療福祉センター」は、病院と福祉施
設の機能を活かし、障がいのある方だけでなく、地
域の方の多様なニーズに応えられる総合的な医療・
福祉サービスを行っています。
　「島根整肢学園」は、このセンターの中にある
「医療型障害児入所施設」つまり、児童の入所施
設です。
　一方、「江津清和養護学校」は、県立の特別
支援学校で、肢体不自由児と病弱児の教育を担う
“学校”です。

　本校は、西部島根医療福祉センターと普段から
様 な々面で連携を取り、例年１０月末には、“学園祭”
を共催で行い、多くの地域の方にお越しいただいて
います。

　本校は、小さな学校ですが、児童生徒一人ひとり
が、“明るく、楽しく、元気よく”学んでいる様子を、
地域の方へ、もっ
と広くお伝えでき
ることで、子ども達
と社会とのつなが
りが拡がるよう
願っています。

外国人技能実習生×江津高校

「やさしい日本語講座」
　地域に住む外国人技能実習生との交流を目的と
し、神楽講演の前に、「やさしい日本語」講座を行
い、ベトナムの方 と々の日常会話に挑戦しました。
　その後、参加者から感謝や楽しかったなどの言
葉をもらえてうれしかったです。

江津「未来人材」
　　　ものづくり発表会
　江津工業高校とポリテクカレッジ島根の学生の
研究・実践の成果発会に江津高校2年のコケプ
ロジェクトが特別参加させていただきました。
　苔の産地化を推進する江津市の取り組みをPR
する絶好の機会となりました。

Go-Con×江津高校
　　　　　×GO▶つくる大学
　１年探究授業にて江津ビジネスプランコンテス
トや市民大学に関わる12名の方々による体験講
座と地域課題の講義を受けました。次年度の課題
解決プロジェクトにつながります。

機械・ロボット科
　江津清和養護学校の生徒が使用する車いすに
装着する意思表示用機器の保持具の改良を行い
ました。
　頬でボタンスイッチを押す動作が確実に伝わるよ
うに、固定部品の試作・改良を重ねました。CAD
で図面化し、3Dプリンタを用いて製作しました。

江津
高校

江津
工業

江津清
和養護 清和あれこれ

「江津清和養護学校」と「島根整肢学園」（西部島根医療福祉センター）の
ちがいをご存知ですか？？

課題研究発表会・江津「未来人材」ものづくり研究発表会

建築・電気科（電気コース）
　「ときわ印刷リノベーション」に伴う電気設備工
事。電線・ケーブル類は徹底的に隠し、金属管や
レースウエイを用いてコンクリートの土間や鉄骨の
骨組みが見えるデザインとマッチングを図り、照明
器具設置場所の自由度を出すため、1階フロア全
体の配線を見直しました。

建築・電気科（建築コース）
　江津本町で自分が住みたい家を計画するならど
のような住まいにするのか提案しました。
　環境やまちづくりに寄与することも考え、これか
らの建築スタイルを研究しました。

左下、江津清和の「あすなろ広場」から坂を上がった所に島根整肢学園
（西部島根医療福祉センター）があります。


